
 

 

 労基法 91 条は，「就業規則で，労働者に対して減給の制裁を定める場合において

は，その減給は，一回の額が平均賃金の一日分の半額を超え，総額が一賃金支払期

における賃金の総額の十分の一を超えてはならない。」と規定しています。 

 そして，労基法 91 条は，同条の制限に違反する減給の制裁を就業規則に定める

ことを禁止するのみならず，同条の制限に違反して減給することをも禁止している

ものと考えられますから，同条の制限を超える減給の制裁が行われた場合，減給処

分は無効となります。 

 6 か月に渡り 10%減給する懲戒処分が行われた場合，「一回の額が平均賃金の一

日分の半額を超え」ていると考えられますので，労基法 91 条に違反し無効となり

ます。労基法 91 条違反については，30 万円以下の罰金刑が規定されています（労

基法 120 条 1 号）。 
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Ｑ490．問題を起こした社員の給料を 6か月に渡り 10%減給する懲戒

処分をすることはできますか。 


